
高校生×ジビエ
＝『地域活性化』

和歌山県立日高高等学校中津分校

（和歌山県日高郡日高川町）



地域活性化には何が必要か

地域に来る人を増やす。

人を増やすためには来るキッカケが必要！！

今、地域にあるものでキッカケになりえるもの？？

ジビエ



なぜジビエか！！
理由１

農作物の被害がすごい。

平成２８年度 被害額

日高川町 22,672,000円
和歌山県 343,000,000円

理由２

日高川町は和歌山県内で有数のジビエ捕獲量を誇る。



日高川町役場職員に取材。

・鹿・猪などの害獣捕獲には予算
を取って力を入れている。

・町としてジビエの販売や提供は
していない。

・ジビエに対する具体的な取組は
行っていない。



ジビエ年間捕獲数調査

日高川町と和歌山県の比較

・捕獲数と処理数の調査
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ジビエの現状

捕獲数 ＞ 処理数



日高川町・和歌山県の利用状況
平成２８年度

日高川町・和歌山県ともに約９０％以上が処理されていない。
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なぜ利用されないのか？？
① 安定供給が困難。

② 猟師の高齢化、跡継ぎ、処理施設が少ない。など

『高校生の結論』

（１）ジビエを食べるきっかけがない。

（２）食べる店がない。



ジビエを食べたい人はいるはず！！！！

やってみる！！

高校生によるジビエ料理



ジビエ料理を作るために

１、食べたくなるメニューは何か。

２、美味しく調理できるのか。

３、どこで提供するのか。



課題を解決するには！！！
１、高校生が自分たちで考える！

（考えたものを飲食店にて提供してもらう。）

２、プロに学ぶ！

（ジビエ料理を扱う料理人に教えて貰う）

３、店を借りて自分たちで調理・販売を行う！



クラス全員での試作
鹿肉餃子、鹿肉ピザ、鹿しゃぶ、鹿肉茶漬けなど



レシピの提供（店での販売）
鹿しゃぶを実際に提供してもらいました。



ジビエ料理について学ぶ。
和歌山県ジビエ料理講習会

於：和歌山市美園商店街 「TｰLABO」



店での実践指導
於：ホテル・ド・ヨシノ

オーナーシェフ：手嶋シェフに直接指導



まずは多くの人に知ってもらう！

・個人で発信

SNSに投稿する。

友人にも協力してもらいシェアしていく。



外部から発信してもらう。
・取材

全国紙、地方紙、TV局に取材依頼

・全国紙の和歌山欄に掲載。

・地方紙には数回に渡り掲載。

・TV和歌山からの取材。

（金曜１９：００～ ワンカツ）



メディアによる取材
テレビ和歌山：ワンカツ



自分たちで営業！！
NAKATSU CAFÉ 

宣伝チラシ500枚を配布。 実際に提供したランチセット

1,000円



NAKATSU CAFÉ の様子



オリジナルアンケート実施



わかやまジビエフェスタ
～県内のジビエ料理を出す店と連携～

・県内約５０店舗と連携

・日高エリアは２店舗のみ。

わかやまジビエフェスタ
H27以降 年に１度開催（２ヶ月程度）



アンケート比較
今までジビエ料理を食べたことがあるか。
出展：和歌山ジビエフェスタ２０１６
お客様アンケート集計報告

平成２９年
中津カフェ お客様アンケート結果



アンケート比較
ジビエを食べた感想。

出展：わかやまジビエフェスタ2016
お客様アンケート集計報告

平成２９年
中津カフェ お客様アンケート結果

ほとんどの人が美味しいという感想！！



アンケート結果の分析
課題点
・鹿肉を定期的に食べられるところが少ない。

・鹿肉を日高川町で提供している場所が少ない。

分かった点

・ジビエ料理は地域活性化に使える。

・ジビエを食べてみたい人はいる。

・ジビエを食べる場所があれば来てくれる。



現状の課題を取材する。
・ジビエ工房で直接取材。 ・肉の捌き方について。



ジビエ ～現場からの課題～

実際に捌かれているジビエを見学 ～現場からの声～

・販路が確保できていない。

・営業する人材がいない。

・観光資源にしたいが提供・販売
する場所が日高川町に少ない。



高校生がジビエを発信する。
・高校生が発信することで興味を持ってもらう。

・地域の取組と高校生が連携する。

高校生がジビエを宣伝・営業する。

・地域の祭りに参加（フォレスト祭）

・和歌山の他地域の行事にも参加（UME－１甲子園）
・中津ＣＡＦＥを定期的に営業する。



誘客のために！！
高校生が営業マン&ガイドになる
１、各地で販売

鹿肉を各地のイベントで高校生が
販売する。

↓

興味を持って買ってくれる。

↓

ジビエの販路の拡大・
安定供給

２、観光客に案内

鹿肉を高校生が提供

↓

日高川町に来てもらう。

↓

観光ガイドとして案内する。

↓

観光客の増加。

高校生とジビエによってプラスの循環が生まれる。



『やってみる』を続ける！！
～できることをやっていく～



ご清聴ありがとうございました。

小さな分校大きな挑戦

和歌山県立日高高等学校中津分校ジビエチーム


